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である。電子顕微鏡観 察によれ ば概ね凝集しておらず,一 次粒
子からなる微粒子である。
TablelChemicalcompositionofN.Z.kaolin























かさ密度 および見掛け気 孔率 は水 中煮 沸 によるアル キメデ
ス法 で測 定 した。また,(株)リガ ク製 の粉 末X線 回折 装 置
RAD-RXを使用して生成結晶相を確認した。焼結体の微構造
は,電 界 放 射 型 走 査 型 電 子 顕 微 鏡(日 本 電 子(株)JSM-
6335F)を使 用して観 察した。微構 造の顕微鏡 写真をマニュア
ルで二値化し,画像解析ソフト(MacSCOPE)を使用 して,各粒
子の面積,円 相 当径,絶 対最大長,対 角幅 を求 めた。曲げ強








































そこで,400℃で熱 処理 した試料 を表面か ら徐 々 に削 り取





































































































異常粒成長 し易いことが示唆 された。体積 累積 分布の 中央値


















































































































MC試 料 の画像 解析 によって得 られた粒 子 を個数 累積 分
布,面 積 累積分布,体積 累積 分布 としてFigs.13,14,15に示
す。個数分布 の中央値 である50%平 均径 は蝦 焼温度が低い
方から0.30,0.44,0.76ｵmとなり,その差は小 さかった。一方,
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ムライト結晶は単斜晶系であり結晶異方性が大きいため,焼
結体中のムライト結晶が異方性を示すことがFig.8の電子顕微
鏡写真から分かった。そこで,画像解析によって各粒子の最長
径Dlとそれに直交する対角幅Dmを計測しその比Dm/D,をアス
ペクト比として評価した。Fig.16,17に蝦焼温度毎の結果を示
す。何れの条件で調製したムライト焼結体もアスペクト比が0.2
～1.0の幅広い値を示し,等価平均粒子径が大きくなる程アス
ペクト比が小さくなる傾向にあり,ムライト粒子が粒成長するに
伴って長柱状の形状に変化している事が分かった。
.結論
・ 分級精製したカオリンとアルミナをそのまま混合して作製し
た成形体を加熱すると,表面と内部で脱水収縮の時間差に
■
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よって表面に亀裂が発生し,焼結後も残存することを明らか
にした。分級精製したカオリンを800～1300℃の範囲で蝦焼
することによって亀裂の発生を抑制できた。
蝦焼カオリンを使用してアルミナとの混合物を調製してムラ
イト組成の焼結体を作製したところ,ここで調製したムライト
組成の粉末の焼結性は市販の高純度ムライト粉末よりも優
れており,サブミクロンの平均粒子径を有しており,相対密
度が99%に達することが分かった。
1ｵm以下に分級精製してからllOO℃以下で蝦焼したカオリ
ンとアルミナを混合して作製した単相ムライト焼結体の平均
曲げ強度は350MPaに達し,天然原料から作製されたムライ
ト焼結体としては極めて高い強度であった。ムライトの一次
粒子はアスペクト比が0.2～1.0で粒子径分布は0.2～3ｵm
の極めて微細な構造を有することが分かった。
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